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1. はじめに 

国土地理院が公開する地理数値データ「基盤地図情報」を使用して，地形を立体的に表現した地理情報システム

（3D-GIS）を開発した．また，この際に生成した地形ポリゴンデータを基に 3D プリンターを用いて小型の地理模型を

作製した．本稿ではソフトウェアや立体物の作例，およびこれに係るデータの加工手法に関して紹介する． 

 

2. 開発の目的と成果物 

 災害の発生やその進行には地形要素が大きく影響する．報告者は，防災教育や対応実務において，地形を直感的に把

握し得ることが効率の改善に繋がると考え，独自に試作した機能実証環境としての3D-GISを用いて実務機関への提案を

行ってきた．また，情報提示媒体として地形模形運用の可否について検討するため，近年普及してきた3Dプリンターを

使用し模型の製作を試みた．この過程にて作成した成果物について写真－１に示す．ここに示す地形模型は，3Dプリン

ター運用技術習得を企図した技術部スキルアップ経費にて導入の3Dシステムズ社製「Cube」を用いて出力している． 

 

写真－１ 3Dプリンターと標高データを利用し作成した地形模型，および自作の地図ソフト 

 

地形模形の作成には，その地域の地形に関する電子データを使用する．本件においては，基盤地図情報の標高データ

から取得した点群情報を極座標系から直交座標系への換算など修正対応を行った後，三角形を構成するように繋ぎ，そ

れを連ねて地形のポリゴンデータを構成した．図－１に示す3D-GISは，この地形データを3D表示し，各種操作・演算

機能を実装し開発したものである．また，生成した地形面における土地起伏を判読しやすいよう表現したものを図－２

に示す．汎用の立体データ形式である STLフォーマットに加工した後，図－３に示すように 3Dソフトにて確認・調整

し，図－４に示すように3Dプリンター付属のソフトを用いて最終設定を行い，PLA樹脂の熱融解積層方式による約14cm



 

  

角の模型として出力した．写真－２はその表面の拡大写真であり，等高線様の層構成を確認することができる． 

 

 

図－１ 開発した3D機能を有する地理情報システムの概要 

 

     

  図－２ 標高データから算出した地面傾斜度    図－３ データの構成状態を3DソフトBlenderで確認 

 

     

 図－４ 3Dプリンター付属ソフトを用いた出力設定       写真－２ 地形模型表面の積層状態 
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